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現
在
、
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く
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の
入
力
が
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し
、
お
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お
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。
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種
の
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の
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め
、
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々
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に
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間
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お
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が
、
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な
く
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が
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く
こ
と
と
思
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ま
す
。
ど
う
ぞ
今
し
ば

ら
く
お
待
ち
下
さ
い
。
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（１）

　安芸の特有の習
しゅうぞく

俗「盆
ぼんどうろう

灯籠」。火事になって危

ないとか環境に悪いとかで、近年禁止する墓地

も出てきました。代わりに、小さな木片に「南
な

無
も あ み だ ぶ つ

阿弥陀仏」とお名
みょうごう

号が書かれている「塔
とうば

婆」と

呼ばれる品物が出回るようになりました。これ

らについて、安
あききょうく

芸教区（広島の西半分約五百ヶ寺）

としての見解が出ています（『見
けんしん

真』

2004年 8月）。要約すると、「塔
と う ば

婆」

の原型である卒
そ と ば

塔婆は、五
ごりんとう

輪塔を

意
いしょうか

匠化したものであり、本来真宗で

は用いない物です。また、塔婆では

なくただの木片だとしても、南無阿

弥陀仏の六字名号（ご本
ほんぞん

尊）を放置

して最後はゴミにするようなあり方

は「勧
すす

められません」とあります。

　また、「盆
ぼんどうろう

灯籠」については、そ

の起源や宗教的意味に諸説あります

が、教区見解は「迎え火送り火」ではなく「お灯
ひか

り」

であり「意義（香・光・華というお供えの原則）

に適合している」。ということです。

　「迎え火」とは、年に一度、お盆に地
じごく

獄の釜の

蓋
ふた

が開いて、亡者がこの火をたよりに戻ってく

るという考え方・習俗ですが、実はこれは仏さ

まの教えではありません。ですから真宗門徒が

盆灯籠を「迎え火送り火」として立てるのだと

すると大問題ですが、そうではなくて、お灯
とう

明
みょう

の意味で用いましょうということです。また、あ

との処分や安全管理、名紙代わりになっている

などの事情を考慮して「代替え品を考案するの

も一案でしょう。」と書いてありました。今年も

火の用心と後始末を宜しくお願いします。

　ついでに申しますと、墓参りでも法事でも、私

の合わす手が、亡き人と私との関

係だけで成りたっていて、そこに

仏法、仏さまが関係していない場

合は、仏教の合
がっしょう

掌、仏
ぶっきょうと

教徒の墓参

りとは言えません。亡き人のおか

げを思うのも、また自身の不
ふ こ う

孝を

後悔したりするのも、また、絶え

がたい独りぼっちのさびしさも、

仏さまとともに受け止めるなら

ば、また、仏法の鏡に映して味わ

うならば、きっとひと味違ったも

のになることでしょう。映画「おくりびと」の

原作、青木新門さんは、「（仏さまを抜きにした）

人
ヒ ュ ー マ ニ ズ ム

間中心主義の癒
いや

しは、結局自己中心主義になる」

と言われています。ご本山で、「お名号が刻んで

ない墓にお参りする際は「携帯用のご本尊を安

置してお参り下さい（『仏事のイロハ』末本弘然

著）」と指導されているのは、きっとこの自己中

心の合掌にならないためなのでしょう。

　この夏は、仏法とともに合掌いたしましょう。

「盆
ぼんどうろう

灯籠」と「塔
と う ば

婆」


